
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 茨城県 市町村名

プロジェクト名 新規・継続の区分 継続

プロジェクトの
期間

平成１９年度～平成２１年度
政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

事業費
（単位：千円）
 (うちＨ20年事業
費)

 ２，７００

 （９３７）

 ３，０００

 （１，０００）

 １９，２２７

 （６，５００）

 ２４，９２７

 （８，４３７）

大子町

（目的、概要）
読書のよさを活かし，読書を楽しむ人があふれる町づくり，読書を通じて心の豊かさを育てる
町づくり，読書のすばらしさを全国に発信する町づくりを目指して，平成１９年６月１３日に「読
書のまち」を宣言し，各種事業を積極的に推進する。

⑪その他

事業概要

その他特記事項

「読む・調べる」
習慣の確立に向
けた実践研究事
業

児童生徒の「読む・調べる」習慣の確立を図るため，学校等が地域や
家庭と連携して，街全体でモデル的に取り組む「子ども読書の街」づくり
について，実践的な調査研究を行なう事業である。

総　計

全国に向け発信する「読書のまち」プロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（具体的な成果目標）
①ブックスタート（乳幼児絵本配布事業）
　　・乳幼児への絵本配布率　　平成１８年度　０％　→　平成１９年度以降　１００％
②読み聞かせ
　　・保育所・幼稚園への読み聞かせの巡回訪問数の増
③朝の読書
　　・学校での「朝の読書」習慣の継続実施
④うちどく（家読）推進事業
　　・うちどく（家読）推進校　　平成１８年度　０校　→　平成２１年度　６校
⑤「読む・調べる」習慣の確立に向けた実践研究事業
　・大子町における「読む・調べる」習慣の確立

ブックスタート
（乳幼児絵本配
布事業）

乳幼児を読書の世界へ導くために，保健センターで実施される１歳，１
歳半，２歳，３歳児健康診断・健康相談の時に「絵本」を読み聞かせ，配
付する（ブックスタート）事業である。

うちどく（家読）
推進事業

親子の読書を通してのコミュニケーションを培うために，家庭で「家読
（うちどく）」に取り組み，親子の絆を深めることを目的とした事業である。
教育委員会において，毎年度，町立の小・中学校からそれぞれ１校を
「推進校」として指定し，同事業を推進していく。

ホームページ
(http://www.town.daigo.ibaraki.jp/kurashi/chousei/jouhoukoukai/chihououen.html)

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称


